
科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）実施状況報告書（研究実施状況報告書）(平成　　年度)

様　式　Ｆ－７－１

２ ５ ３ ３ ０ １ ０ ４

１ ４ ６ ０ ３

情報科学研究科

基盤研究(C)

  ２版

補助事業期間 平成 ２７年度～平成２５ 年度

２５

1. 機 関 番 号

3. 研究種目名

2. 研究機関名
奈良先端科学技術大学院大学

4.

5. 課 題 番 号

6. 研究課題名 携帯端末を用いたセンサ情報収集手法の開発に関する研究

7. 研究代表者

９ ０ １ ２ ７ １ ８ ４

研　究　者　番　号 研 究 代 表 者 名
イトウ　ミノル

伊藤　実
教授

所　属　部　局　名 職　　名

8. 研究分担者

情報科学研究科

４ ０ ３ ３ ５ ４ ７ ７

研　究　者　番　号 研 究 分 担 者 名
シバタ　ナオキ

柴田　直樹
准教授

所属研究機関名・部局名 職　　名

9. 研究実績の概要

　スマートフォン等に内蔵されたセンサを用いて環境情報が取得できれば、特別なインフラの設置は不要であり、非常に有用である。
しかし、人は自律的に行動しており、必ずしも都合よく必要なデータが得られるとは限らない。また、データ収集のために無線通信を
利用することになるが、無線通信範囲、利用可能帯域幅、センシング範囲、携帯端末のバッテリ量の制約などを考慮すると、データ収
集のために適切なセンサを選定することは非常に困難な問題である。本研究では、センサ情報要求クエリが与えられたとき、指定され
た制約条件を満たしつつ、データを効率的に収集する手法の開発を目的としている。
　本年度は、スマートフォンを携帯する人を移動センサノードとみなし、クエリに対して必要な情報を収集する手法を開発した。人の
移動をシステム側でコントロールすることはできないので、センシング対象領域の100％被覆を実現することは不可能である。そのた
め、確率的な被覆の概念を導入した。各ノードは、システムからセンサ情報の送信要求があれば、WiMax等の通信により基地局へ自分
の持つセンサ情報を直接送信すると仮定する。このとき、確率的な被覆という条件を満たしつつ、センシングのためにできる限り少な
いノードを選定し、かつ、できる限り少ない通信回数でクエリ処理を行うという最適化問題として定式化し、その問題を効率的に解く
ための手法を開発した。
　次に、開発した手法の有効性を計算機シミュレーションにより評価した。その結果、センシング範囲に存在するノード数の約30％の
ノードを選択することでクエリ処理ができること、および、ランダムにノードを選択する手法に比べて約2/3のノード数に減少できる
ことを確認した。
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（2）おおむね順調に進展している。

本研究に関連して、昨年度は、2件の査読付国際会議での発表を計画していたが、どちらも不採録となり、発表できなかった。しかし
、国内研究会での発表を8件行い、査読のある学術論文に3件が採録・掲載された。従って、本研究に関連する成果は十分挙げられてお
り、計画もおおむね順調に進展していると考える。

(1) (2) (3) (4)

(5) (6) (7) (8)

センサネットワーク スマートフォン DTN

キーワード10.

（理由）

（区分）

12.

11.現在までの達成度

今後の研究の推進方策　等

昨年度は、ほぼ交付申請書に記載した計画に従って研究を進めており、本年度以降も同様の方針で研究を進めていく予定である。

（理由）
昨年度は、本研究に関連する研究成果を査読付国際会議に2件投稿したが、ともに不採録になった。そのため、外国旅費の使用額がな
くなり、全体としても使用額が大幅に少なくなった。

（使用計画）
研究に必要な機器（PC）の購入、研究成果を国際会議で発表するための旅費、および、研究成果の学術論文誌への掲載料等に使用する
予定である。

（今後の推進方策）

（次年度使用額が生じた理由と使用計画）

    （２／６）
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13.研究発表（平成２５年度の研究成果）
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発　表　場　所
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EVTour: 電気自動車の乗換スケジューリング法の提案

待ち時間を短縮する駐車ナビゲーション

道路交通網上でパケット配送を実現する交通量を考慮した距離ベクトルルーティング
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発　　表　　標　　題

発　　表　　標　　題

発　　表　　標　　題
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熊本県熊本市　熊本県立大学

北海道音更町　ホテル大平原

Rahmadya Budi, Weihua Sun, Naoki Shibata and Minoru Ito

発　表　場　所
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情報処理学会研究報告, 数理モデル化と問題解決
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BalloonNet:災害復旧のための建物包囲型無線ネットワークノード配置法
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カーシェアリングに基づいたEVの効率的運用スケジューリング
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